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第１章 基本的な考え方 

 

 １ 策定の趣旨 

   江別市では、男女共同参画社会の実現を目指し、平成１４年に「江別市男女共同参画

基本計画」を策定しました。その後、あらゆる場面において、性別に関わりなくお互い

が支え合い、責任を果たすことで、自分の能力を発揮し自分らしく生きることのできる

社会の実現を目指していくため、「江別市男女共同参画を推進するための条例」の制定と

同時に基本計画を見直し、男女共同参画社会の形成に向けた取組を推進してきました。 

   少子高齢化の進行に伴う生産年齢人口の減少や家族形態、地域社会の変化など、引き

続き対応しなければならない課題の他、新たに東日本大震災の教訓から復興に向けた課

題など、多種多様な課題を解決するためには、女性の力、女性の視点が必要不可欠です。 

そこで、「江別市男女共同参画基本計画（２００９年改訂版）」の計画期間終了にあた

り、これらの課題を踏まえ、江別市がすべきことを整理し、重点的、集中的に取り組ん

でいくことを具体的に示した新たな計画を策定することとしました。 

  

 ２ 計画の概要 

 （１）計画の位置付け 

    この計画は、男女共同参画社会基本法第１４条第３項及び江別市男女共同参画を推

進するための条例第９条に基づき、本市の男女共同参画社会の実現に向けて、総合的、

計画的に施策を推進するための指針であり、「えべつ未来づくりビジョン（第６次江別

市総合計画）」を推進するための個別計画として位置付けられます。 

また、この計画は江別市の男女共同参画を総合的に推進する計画であることから、

他の計画との連携を図って進めていく計画です。 

 

  【イメージ図】 
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 （２）計画の構成 

    この計画は、江別市男女共同参画を推進するための条例に規定されている７つの基

本理念に基づき、長期的な展望に立った基本方針と市が主体的かつ重点的に取り組む

べきものを明確にした重点項目とで構成しています。 

 

 （３）計画期間 

    この計画の期間は平成２６年度から平成３５年度までの１０年間としますが、国の

動向や社会情勢の変化に応じ、適切な見直しを行っていきます。 

なお、重点項目は、計画の中間年である平成３０年度までに実施する具体の事業及

び目標を設定します。 
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第２章 計画の内容 

 

 

 

 

●現状と課題 

 平成１１年の男女共同参画基本法制定後、当市においては平成１４年に男女共同参画基本

計画を策定し、平成２１年には男女共同参画を推進するための条例を施行するとともに、計

画を見直し、講演会等の開催による啓発に努めてきました。 

 しかし、男女の固定的性別役割分担※1意識は、未だ社会・制度・慣習に影響を与えており、

平成２５年５月に実施した市民アンケート結果においても、「男性は仕事、女性は家事や育児」

という考え方に肯定的な回答が４５．４％と依然として根強く残っています。 

 このような意識は、長い時間をかけて培われてきたものであり、この意識を変えることは

たやすいことではありませんが、「女性に対する偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを

改める」ことが男女共同参画社会を目指すために重要であるとの回答が男女ともに４割を超

えるなど、固定的性別役割分担意識の解消を図ることの重要性についての認識は着実に浸透

してきています。 

 性別による不平等や偏見をなくし、お互いが支え合い責任を果たすことで自分の能力を発

揮し自分らしく生きる社会を作ることは、性別にかかわらずすべての人たちとって重要なこ

とです。 

今まで「男だから」という理由で遠ざけてきた、家事や子育て、介護、地域活動等への参

画など、男性自身の男性に関する固定的性別役割分担意識の解消は、高齢化社会においては

大変重要な課題です。 

さらには、男女共同参画意識の形成には学校や家庭での教育が大きな役割を持つため、子

どもの頃から男女平等意識の重要性を伝えることが重要です。 

そこで、男女平等参画社会の実現に向け、「男性にとっての男女共同参画の推進」、「子ども

の頃からの男女平等意識の醸成」という新たな視点を取り入れ、幅広い年齢層に意識づくり

の啓発を推進していきます。 

 

 

※1 固定的性別役割分担 

男女を問わず個人の能力等によって役割の分担を決めることが適当であるにもかかわらず、男性、女性という

性別を理由として、役割を固定的に分けることをいいます。 

「男は仕事・女は家庭」、「男性は主要な業務・女性は補助的業務」等は固定的な考え方により、男性・女性の

役割を決めている例です。（内閣府男女共同参画ホームページ 男女共同参画関係用語より） 

 

 

基本方針１  
男女平等・共同参画社会の実現に向けた意識づくり啓発の推進 
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図２ 男女の平等感 

資料：平成 25 年実施「江別市まちづくり市民アンケート」

図１ 「男性は仕事、女性は家事や育児」という考え方について 

資料：平成 25 年実施「江別市まちづくり市民アンケート」
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 主な取組  

  男女共同参画社会の実現に向け、社会に深く根付いている固定的性別役割分担意識に基

づく慣習の解消を目指し、家庭・職場・地域社会等さまざまな場面において性別にかかわ

らずあらゆる年齢層のすべての人たちへ男女共同参画に関する広報・啓発活動に努めます。 

  
 

 

 

 

 

●現状と課題 

 男女共同参画社会を実現するためには、政治の場や職場、地域、教育等あらゆる分野にお

いて政策や方針決定過程に男女が対等の立場で参画することが重要です。 

 当市においては、江別市男女共同参画基本計画や江別市男女共同参画を推進するための条

例で、審議会等の女性委員の登用率の目標値を４０％と定めるなど、女性委員の登用率の向

上に努めてきました。 

 しかし、女性登用状況は２５．５％（平成２５年４月１日現在）と依然として低い状態で

す。 

政策や方針決定過程への女性の参画が進むことによって、多様な価値観が反映され、新た

な発想や組織の活性化等が図られるなどの効果が期待されることから、今後も引き続き、選

考方法の見直しや推薦団体への働きかけ、公募委員の導入など女性参画の拡大に向けた働き

かけを行っていく必要があります。さらに、審議会委員以外に、女性が政策や方針決定過程

に参画しやすい手法の検討や女性自身も積極的に参画するよう意識の転換を図ることも重要

です。 

 また、平成２５年４月１日現在の江別市職員の女性割合（一般行政職）は２６．７％であ

るのに対し、管理職の女性割合は５．８％であり、管理職の登用は、男性の比率が大きく上

回っています。 

こうした状況を踏まえ、引き続き長期的な視野に立った人材育成と仕事と家庭の両立がで

きる環境の整備など、女性職員の活躍を推進するための取組が必要です。 

 

 

基本方針２ 

政策や方針決定過程への女性の参画拡大と女性の力を活かした政
策の推進 

江別市男女共同参画を推進するための条例 

 第１４条 市は、市民及び事業者等の男女共同参画の推進に関する理解が深まるよう、社

会のあらゆる分野において広報及び研修会の開催等の啓発活動を行うものとする。 

第１６条 市は、市民及び事業者等の男女共同参画の推進についての理解を促進するため、

家庭教育、学校教育、社会教育等のあらゆる教育の分野において必要な措置を講ずるも

のとする。 
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図３ 審議会等の女性登用状況（男女別委員数・女性委員登用率） 

図４ 江別市女性職員状況 

(⼈) (%) 

資料：企画政策部政策調整課（基準日４月１日）

(%) (⼈) 

資料：総務部職員課（基準日４月１日：医療職を除く）

図４ 江別市女性職員状況 
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 主な取組  

  市のあらゆる政策が男女共同参画の視点をもって立案・推進されるよう江別市が設置す

る審議会等における女性委員の登用について、引き続き拡大を図ります。 

また、江別市職員においては、長期的視野に立った人材育成と多様な研修や経験を積む

ことによって、男女共同参画意識の醸成を図るとともに、女性職員のキャリアアップを支

援する体制を整え、職域による男女比の偏りの縮小に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

江別市男女共同参画を推進するための条例 

 第３条(4) 市の政策又は事業者等における方針の立案及び決定において、男女が対等な立

場の構成員として参画する機会が確保されること。 

第１３条 市長並びに地方自治法第 180 条の５第１項及び第３項に規定する執行機関の長は、

審議会、委員会等を構成する委員の任命又は委嘱をしようとするときは、当該委員の数に

ついて、男女のいずれか一方が委員の総数の４割未満とならないよう努めるものとする。 

図５ 江別市職員女性管理職の状況 

資料：総務部職員課（基準日４月１日：医療職を除く） 
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●現状と課題 

男女雇用機会均等法の改正や育児・介護休業法などの法整備等により労働環境は少しずつ

改善してきてはいるものの、女性は男性に比べ雇用が不安定な非正規雇用が多く、経済状況

の動向にも左右されますが、実質的な男女平等は停滞しています。平成２２年国勢調査では、

江別市で働く女性の６６．３％が非正規雇用者となっており、全国より１０％程高くなって

います。 

こうした中、内閣府男女共同参画局から発表された平成２５年版「男女共同参画白書」に

よると、女性の年齢階級別労働力率※2 は、３０代から４０代にかけての結婚、出産、子育て

期に就業が中断する、いわゆる「М字カーブ※3」は、以前に比べると浅くなり、М字の底と

なる年齢階級も上昇してきていますが、依然として解消されていない状況です。特にこれら

の年齢階級においては、非正規雇用を希望する割合が高くなっており、平成２５年８月に総

務省から発表された労働力調査では、女性の非正規雇用に就いた主な理由は、「家計の補助・

学費等を得たい」や「自分の都合のよい時間に働きたい」と回答した人が最も高くなってい

ます。このような状況は、固定的性別役割分担意識も１つの要因であると考えられます。 

また、少子高齢化社会の到来により今後は、介護による就業の中断も予想されることから、

女性が働き続けられる環境を整備するとともに、結婚、出産等を機に離職した人たちの仕事

復帰に対する支援が課題です。 

 

 

※2 労働力率 

15 歳以上人口に占める労働力人口（就業者+完全失業者）の割合のことをいいます。（男女共同参画白書平成２

５年版より） 

 

※3 М字カーブ 

日本の女性の労働力率を年齢階級別にグラフ化したとき、30 歳代を谷とし、20 歳代後半と 40 歳代後半が山に

なるアルファベットのМのような形になることをいいます。これは、結婚や出産を機に労働市場から退出する女

性が多く、子育てが一段落すると再び労働市場に参入するという特徴があるためです。なお、国際的にみると、

アメリカやスウェーデン等の欧米先進諸国では、子育て期における就業率の低下はみられません。 

（内閣府男女共同参画ホームページ 男女共同参画関係用語より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針３  

就労・雇用・起業など働く人たちの男女共同参画の推進 
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資料：内閣府「男女共同参画白書平成２５年版」

図７ 女性の年齢階級別労働力率（M 字カーブ） 

図６ 男女の平等感意識調査「職場」 

資料：平成 25 年実施「江別市まちづくり市民アンケート」
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図８ 非正規雇用についた主な理由 

【 男 性 】 

【 女 性 】 

資料：総務省統計局労働力調査（平成２５年４～６月期）
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 主な取組  

   女性が働きやすいまちづくりを進めるための課題を把握し、男女の均等な雇用機会と

待遇が確保されるよう、関係法令やセクシャル・ハラスメントの防止に向けた広報・啓

発を行い、女性が働き続けられる環境の整備に努めます。    

 

 

 

 

 

 

●現状と課題 

  これまで、男性が長時間の労働で経済活動を支え、女性が家事・育児・介護などの家庭

責任と地域での活動を担ってきましたが、近年、急速な少子高齢化の進行や晩婚化、単身

世帯の増加など家族や地域を取り巻く状況は変化しています。 

  しかし、平成２５年５月に実施した市民アンケート結果において、「仕事中心の社会から

仕事と家庭が両立する社会へ制度や仕組み、構造を改める」ことが男女共同参画社会を目

指す上で重要であると回答した人が男女ともに最も多く、特に３０代では７１％と高い割

合となっていることから、依然として長時間労働による仕事中心の生活となっている人が

多いことがうかがえます。 

今後、さらに女性の社会進出が進むことが予想されることから、男女が共に安心して暮

らしていくためには、仕事と子育てや介護などを両立することができるような環境を整備

することが課題となっています。 

このことは、基本方針３「就労・雇用・起業など働く人たちの男女共同参画の推進」の

実現にとっても不可欠なことです。 

  引き続き少子化の進行やライフスタイルの多様化等を踏まえ、子育てや介護に関する男

女共同参画の重要性を啓発するとともに、家族だけではなく地域における支援体制の整備、

充実を図っていく必要があります。 

 

 

 

基本方針４  

子育てや介護等、家庭生活における男女共同参画の推進 

江別市男女共同参画を推進するための条例 

 第３条(3)  男女が性別にとらわれることなく、それぞれの個性及び能力を発揮する機会が確

保されること。 

第６条 事業者等は、基本理念に基づき、その事業活動において男女共同参画の推進に関する

取組（積極的格差是正措置を含む。）を行うよう努めなければならない。 
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 主な取組  

  ・子育てや介護などの家庭における責任は、男女が共に担い、支え合うものであるとい

う認識を深め、仕事と家庭のバランスの取れた生活ができるよう、ワーク・ライフ・バ

ランスの考え方の啓発に努めます。 

また、子育てや介護は、家族だけではなく社会全体で支援することの重要性について

理解を深めるため、意識啓発の充実を図ります。 

・多様化するライフスタイルに対応し、仕事と家庭生活を両立できるように子育てや介

護など、誰もが使える環境の整備に努めます。    

 

 関連計画  

●江別市次世代育成支援行動計画  ●江別市子ども・子育て支援事業計画（予定） 

●江別市高齢者総合計画 

 

 

 

 

 

 

●現状と課題 

 暴力は、どんな場合でも、たとえ身近な関係にあったとしても許されない行為です。特

に女性に対する暴力は、固定的性別役割分担意識や男女の社会的・経済的な格差など社会

状況に根ざした構造的な問題であり、男女共同参画を形成する上で克服すべき喫緊の課題

です。 

 国は、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」や「ストーカー行為

等の規制等に関する法律」などの法整備により暴力の根絶に取り組んでいますが、ＤＶ（ド

メスティック・バイオレンス※4）やストーカー行為は後を絶たず、命に関わる重大な事件

も相次いでいます。 

 また、ＤＶの影響はその家庭で育った子どもにもおよび、情緒不安定などのさまざまな

心身の症状があらわれたり、トラブルの解決手段に暴力を用いてしまうなど、心身の発達

や人格の形成に大きな影響を与えます。 

基本方針５  

あらゆる暴力根絶の取組 

江別市男女共同参画を推進するための条例 

 第３条(2)  性別による固定的な役割分担等を反映した社会における制度又は慣習の排除に

努めるとともに、当該制度又は慣習が男女の社会における活動の自由な選択に対して影響

を及ぼすことのないよう配慮されること。 

第３条(5)  家族を構成する男女が子育て、家族の介護その他の家庭生活において、相互に

協力しあい、当該家族の構成員がそれぞれの役割を果たせるよう配慮されること。 
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このようなＤＶ被害を個人の問題としてとらえるのではなく、多くの人々に関わる重要

な人権問題であるという認識を広く浸透させるなど、暴力による人権侵害を起こさせない

ための啓発を行うことが重要です。 

一方、ＤＶ被害者に対しては、被害の潜在化の防止や関係機関との連携の強化を図るな

どの支援体制を整備し、あらゆる暴力の根絶のための対応が求められています。 

 

 

※4 ドメスティック・バイオレンス 

夫婦間、恋愛関係その他の親密な関係にある又はあった男女間における身体的、経済的又は精神的な苦痛を与

える暴力行為をいいます。（江別市男女共同参画を推進するための条例第２条より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な取組  

  ・セクシュアル・ハラスメントやストーカー行為、性犯罪その他あらゆる暴力行為が人

権侵害行為であるという社会的認識を浸透させるため、人間の尊厳を尊重する意識の啓

発に努めます。 

 ・ＤＶ被害の防止のために、社会的な人権問題であるという認識を広く浸透させるなど、

若年層への周知や被害者への支援体制の充実に努めるとともに、ＤＶ被害が児童虐待へ

発展することのないよう啓発を行います。 

 

 関連計画  

●江別市次世代育成支援行動計画  ●江別市子ども・子育て支援事業計画（予定） 

 

 

 

 

 

 

●現状と課題 

  女性も男性も互いの身体的性差を十分理解し合い、人権を尊重しつつ、相手に対する思

いやりを持って生きていくことは、男女共同参画社会の形成に当たっての前提となるもの

基本方針６  

生涯にわたる男女の健康支援 

江別市男女共同参画を推進するための条例 

 第３条(1)  男女の個人としての尊厳が重んじられること及び男女が性別により直接的にも

間接的にも差別的取扱いを受けないこと。 

第８条 何人も、家庭、職場、地域、学校その他の社会のあらゆる分野において、性別によ

り直接的にも間接的にも差別的取扱い又はセクシュアル・ハラスメント、ドメスティック・

バイオレンス等の人権侵害行為を行ってはならない。 
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です。そのためには心身及びその健康について正確な知識や情報を持ち、主体的に行動し、

健康を享受できるようにしていく必要があります。 

生涯を通じて、男女は異なる健康上の問題に直面することに男女ともに留意する必要が

あります。特に女性は、妊娠や出産に際し、女性特有の様々な問題を心身に抱え込むこと

が多いのが現状です。このため女性が生涯を通じ、自分の身体に関する正しい知識と自分

の健康の維持・管理を行うため、「性と生殖に関する健康と権利※5」（リプロダクティブ・

ヘルス／ライツ）の視点から、また生命の尊重・人権尊重の視点から、心身両面における

健康支援の充実や意識啓発などを行う必要があります。 

 

 

※5 性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ） 

１９９４年にカイロで開催された国際人口・開発会議において提唱された概念で、特に、女性の人権の重要

な一つとして認識されるに至っています。リプロダクディブ・ヘルス／ライツの中心課題には、いつ何人子ど

もを産むか産まないかを選ぶ自由、安全で満足のいく性生活、安全な妊娠・出産、子どもが健康に生まれ育つ

ことなどが含まれており、また、思春期や更年期における健康上の問題等生涯を通じての性と生殖に関する課

題が幅広く議論されています。（江別市男女共同参画を推進するための条例第２条より） 

 

 

 

 

 

 主な取組  

   男性がパートナーを支えることができるように、妊娠・出産に関する正しい知識や情

報の普及に努めるとともに、産む産まないに関する女性の権利を男女双方が理解するよ

うな意識啓発に努めます。 

   また、早期発見のための健診の重要性の啓発や特に乳がんや子宮頸がんといった女性

特有の病気などに関する健康づくり情報を発信するとともに、健康管理意識の向上を図

るための学習などさまざまな機会をとらえ取り組んでいきます。   

 

 関連計画  

●えべつ市民健康づくりプラン２１ 

 

 

 

 

 

 

●現状と課題 

  平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災から、復興や避難所運営における男女共

基本方針７  

男女共同参画の視点に立った防災・災害復興体制の整備 

江別市男女共同参画を推進するための条例 

 第３条(6)  男女が互いの生命・身体に理解を深めるとともに、心身共に健康の維持増進が図

られる職場及び家庭環境の整備に努めること。
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同参画の重要性が聞こえてきいてます。特に避難所運営においては、男性がリーダーとな

っているケースが多く、女性の視点を欠いた運営により様々な不都合が生じていた事例も

ありました。 

  今後においては、男女のニーズの違いに配慮するとともに、固定的性別役割分担意識を

見直し、男女どちらかに負担が集中することがないよう、日ごろから男女共同参画意識の

醸成を図る必要があります。 

  近年、全国各地で地震や水害等の自然災害が発生しています。被害予測の難しい災害に

対応するためには、市民一人ひとりの防災に関する知識や対応力を身につける取組、防災・

復興に向け組織的に取り組む体制の整備確立が不可欠となっています。 

  こういった災害を身近な問題として危機管理に努め、女性の意見が反映されるためには、

防災分野における政策や方針決定過程、防災活動の場に女性が参画できる仕組みと、女性

自身も自らの意志で積極的に参加するような姿勢や意識の改革を進める必要があります。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な取組  

・防災体制の整備や避難所運営訓練などにおける女性の目線を重視した対策を取り入れ

るなど、防災分野全般における政策や方針決定の場への女性の参画を促進させるととも

に意識の啓発にも取り組みます。 

 

 関連計画  

●江別市地域防災計画 

(％) 

資料：内閣府「男女共同参画白書平成２４年版」 

図９ 災害直後からの避難所での生活について困っていること 
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第３章 重点項目の考え方 

 

 １ 重点項目 

   男女共同参画の実現に向けた取組は、広範多岐にわたるものであり、どの事業を行う

にあたっても男女共同参画の視点を持って進めていく必要があると同時に、さらに男女

共同参画を進める上では、的を絞って重点的に取り組んでいく必要があります。 

そこで、長期的な展望に立った基本方針の推進と併せ、これまでの状況を踏まえ、次

の２点を重点項目として取組を進めていきます。 

   

 

 【重点項目１】 男女平等・共同参画社会の実現に向けた意識づくり啓発の推進  

男女共同参画社会を実現するために最も重要なことは、「意識改革」です。 

性別に関わりなく自分らしく生きることは男性にとっても女性にとっても重要な事で

すが、「男性は仕事、女性は家事や育児」という固定的性別役割分担意識は女性４０．５％

に対し、男性５３．０％と男性の方が強くもっていることから、意識改革が重要です。 

そのためには、子どもの頃から男女平等意識を醸成していくこと、男性にとっても男

女共同参画が今後ますます重要になってくることを、幅広い市民に啓発していくことが

大切です。 

男女共同参画に関する認識を深めることが、あらゆる事業の基本となることから、わ

かりやすい広報・啓発活動を様々な機会を通じて引き続き進め、意識づくりを行う必要

があります。 

 

 ・主な取組 

   男女共同参画啓発 

 

    

【重点項目２】 働く女性のための環境整備 

    少子高齢化を迎え、国においても女性の活躍を成長戦略の中核として位置付けてい

ます。また、女性の視点や潜在的な労働力を活かすことが経済の活性化に結び付く重

要なことです。 

しかし、女性には結婚・出産・子育て・家事等様々な理由により、就労や就業継続

の面で多くの課題を抱えている実態が見えてきます。 

こうした働く女性が直面する課題に対し、総合的な対策を講じ働き続けられる環境

を整備することは、男女共同参画社会を推進していくためには重要なことであり、積

極的に取り組んでいく必要があります。 
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・主な取組 

  働きたい女性のための就職支援・再就職等支援 

  保育園整備 

  待機児童解消 

 

 ２ 数値目標 

重点項目は、計画の中間年である平成３０年までの数値目標を設定し、進捗状況を把

握した結果を効果的な推進に繋げていきます。 

 

 項 目 現状値 目標値 

１ 地域社会で男女が平等となっていると思う人の割合  

２ 家庭社会で男女が平等となっていると思う人の割合  

３ 職場で男女が平等となっていると思う人の割合  

４ 男女共同参画の考え方が必要だと思う人の割合   
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第４章 推進体制 

 

 １ 男女共同参画基本計画の進捗状況の公表 

 男女共同参画施策を総合的かつ計画的に進めて行くために、重点項目の適切な進行

管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 庁内推進体制 

    男女共同参画社会の実現は、市民生活のあらゆる分野に関わる問題です。様々な施

策を総合的、計画的に推進するためには、関係部局間の連携を深め職員一人ひとりが

「男女共同参画社会の実現」を行政課題としてとらえ、施策を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 審議会の設置 

 男女共同参画の効果的な推進を図るため、審議会を設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江別市男女共同参画を推進するための条例 

 第９条 ５ 市長は、策定した基本計画を定期的に見直し又は必要に応じて変更することがで

きる。 

第 10 条 市長は、毎年、男女共同参画の推進に関する施策の実施状況について、市民に報告

し、及びこれを公表しなければならない。 

江別市男女共同参画を推進するための条例 

 第１１条 市は、市民及び事業者等と連携し、円滑な男女共同参画に関する施策の推進が図ら

れるよう、必要な推進体制の整備に努めるものとする。 

２ 市は、男女共同参画の推進に関する施策を総合的に実施するために必要な財政措置に努め

るものとする。 

江別市男女共同参画を推進するための条例 

 第２０条 市長は、その附属機関として審議会を置く。 

２ 審議会は、次に掲げる事務を行う。 

  (1) 市長の諮問に応じ、男女共同参画の取組に関する事項について調査検討し、及び意見

を述べること。 

  (2) 毎年、男女共同参画の推進に関する施策の実施状況について審議し、及び意見を述べ

ること。 
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４ 男女共同参画に関する調査研究の推進 

 男女共同参画社会の実現のためには、様々な課題に対する調査・研究を実施し、現

状を把握するとともに、問題解決に向けた取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 男女共同参画推進に向けた支援・連携 

 男女共同参画を推進するには、市民の理解が最も重要です。情報の収集や交換を行

いながら、市民や企業、関係機関・団体との協力・連携して、総合的に取組を進めま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

江別市男女共同参画を推進するための条例 

 第１２条 市は、男女共同参画の推進に関する施策の策定又は実施に必要な調査及び研究を行

うものとする。 

江別市男女共同参画を推進するための条例 

 第４条 ２ 市は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」という。）に基づき、男女共

同参画の推進に関する施策（積極的格差是正措置を含む。以下同じ。）を主要な施策として

位置付け、これを策定し、及び実施しなければならない。 


